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「福祉 国家」 研究

1　 共同研 究の テ
ー

マ

　　 「福祉国家1 研究

2 　 共同研究者

　　安達正 嗣、飯島伸彦 、滝村雅人、福吉勝男、堀江孝司、吉村公 夫

3　 研 究内容

　研究テ ー
マ は 、近年 「福祉国家」 に関す る研 究が数多く発表 され るよ うにな っ て きて い る中、

そ の 実態を見極めよ うとの趣 旨か らた て られ た 。 初出の 提案者 は福吉教授で ある。福吉教授 と吉

村 の 間で の 話 の 中で持 ち上が っ た。そ れは、福吉教授 の 問題 関心 の
一

端 に 、 ドイ ツ や ベ ル ギ
ー

が

どうな っ て い る の か に あっ た こ とや こ れ ま で の 学部 の 共 同研 究 の テ
ー

マ の 延長 とし て も関心 が深

か っ た と思われ る。二 人の 間で 、政治学専攻の 飯島助教授、近年、ミネル ヴァ 書房 か ら刊行 され

出 した 『講座 ・福祉国家の ゆくえ』 にも論考を寄せ られ て い る堀江 助教授、家族社会学専攻で 家

族政策、高齢者政策 に も造詣の 深い 安達助教授、障害児教育、障害者施策 を専攻 されて い る滝村

助教授、それに社会福祉政策の 吉村 をメ ン バ ーとする こ とに した 。

　研究は、人 文社会学部 と大学院人間文化研 究科が 大学学位授与 ・評価機構 の 評価対象校 に な っ

たの で 、そ の 実地調査後にな っ た、

　今 日の 福祉 国家研究の 隆盛の 契機 は 、北欧の 政治学者GEsping−Andersenの 研 究に よる と考え ら

れ る こ とか ら、北欧を主にする とし ぼ り、まず、ス ウェ
ーデ ン に留学され 、 最近 ス ウェ

ーデ ン に

関 し て の 単著をもの に された 、大阪府立大学総合科学部の 渡辺博明氏に、ス ウェ
ーデ ン の福祉 国

家に つ い て 報告 をし て い た だ くこ とに した 。

　 渡辺博明氏の 報告 は、2004年 3 月 1 日に行なっ た 。 外部講師を招い て の 研 究会は 、
公 開に し た

の で 、共同研究者以外に、石 川洋明助教授 、藤田栄史教授、山田明教授 の 参加 を得た。

　 渡辺 氏の 報告 は、「現代社会 にお ける政治 と福祉
一

ス ウ ェ
ーデ ン 福祉国家の 現在」 と題 されて 、

ス ウェ
ーデ ン の 福祉 国家、90年代の 福祉制度改革、社民党 の 理念 、 福祉国家の ゆ くえ、ス ウェ

ー

デ ン の 事例か ら何 を汲 み と る べ きか の 4 つ 柱 で 報 告 され た。ス ウ ェ
ーデ ン の 福祉国家で は 、社会

民主主 義 レ ジーム や ス ウ ェ
ーデ ン ・モ デル とい われて い るが 、変わ り始め て い るの で は と。

90年

代 の福祉制度改革 で は 、年金 制度改革 （渡辺 氏 の 単著の テ
ー

マ 、渡辺 博明、『ス ウェ
ーデ ン の福

祉 制度改革 と政 治戦 略
一

付加年 金論争 にお け る社民党の 選択』、法律文化社、310頁、2002年）、

253

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya City University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　City 　University

名古屋市立大 学　人文社会学部研 究 紀要　第 17号　2004年11月

と保育 ・就学前児童教育改革 の 2 つ を例 として、社民党の 伝統が生き て い る こ と、国民 も生涯 学

習を志向して い る と
。 そ こ で 社罠党 の 理 念に移 り、 近年で も、自由よ りも平等が強調 され 、公的

責任に よる公 的施策が 中心 と。 では ス ウェ
ーデ ン の 福祉国家は こ の ま ま続 くの か とい うと、存続

　
・安定要因はあるが 、変容 ・動揺要因もある と、それ は、EMU 加盟問題で あ る。

　 渡辺氏 の 報告は 、ス ウェ
ーデ ン の 政治学者 の 研 究へ の 目配 りか ら留学時、そ の 後 の 実地踏査に

よる研究か ら、幅広 くか つ 詳細な報告 を聞 くこ とが で きた 。 それ を受けて の 参加者 との質疑応答

も熱 を帯び活発 な議論に終始 した 。 午後か ら始めて 5時近 くま で及ん だ。筆者 （吉村〉が特に 印象

深か っ た の は、低成長、少子高齢化、財政危機、新 自由主義の 言説が流れ るが 、自由 で 平等な社

会 を目指すの は、日本 と前提 の とこ ろが違 うの か 、しか し、そ うい うと こ ろでは ない とこ ろを分

析 し て行きた い と今後 の 研 究課題 をま とめ られ た ところであ る。

　渡迎氏 の 報告を受 け て
、 も う1 人の 学外講師 を 、 日本女子大学名誉教授で あ り、新潟青陵大学

副学長 で看護福祉学部長を兼ねてお られ る佐藤進氏に依頼 し た。佐藤氏 はILO 本部で 欧州 の 労働

政策を研 究 され て い た こ ともあ り 、 近年で も数年置 きに北欧 と欧州の い くつ か の 国を 「定点観

測」 とし て 実地踏査 を繰 り返 して お られる。佐藤進氏 の 報告は、2004年 3 月 8 日に行 っ た。こ の

折、佐藤氏 の 教え子で 、近年た びたび オ ラン ダを訪問調 査 され て い る、岐阜県 立看護大 学の 杉野

緑氏　に も参加 して い ただい た 。

　佐藤氏 の 事前配付 レ ジ ュ メ で は 、「福祉国家研 究の 現状 と今後の 課題」 とい う題 目の 下、福祉

国家研究の 意義、戦後 1950年代〜70年 代の福祉国家研 究 の 視角、70年代 にみ る西欧福祉国家の 行

財政 変化 、 日本の 日本型福祉国家政策 と第 2 次臨時行政調査報告 と福祉圖家像 、 西欧福祉 国家の

「ゆ らぎ」 と西欧福祉国家論と研 究者の研究動向 と い う柱で あ っ たが、前回 の 渡 辺氏 の報告 レ ジ

ュ メや 目下 オラ ン ダを研究 し て い る杉野氏 の 同席 を考慮 して 、ス ウェ
ーデ ン やオ ラ ン ダに つ い て

の 言及 が多くなっ た。それ か ら人文社会学部の 共同研 究で、福祉国家研究を今取 り ．hげる意図を

推 し量 っ た点も話に 含ま れ た 。 戦後 の 研究か らも う
一度振 り返 る必要があるだろ う．北欧、欧州

で も政権交代が あ っ て 、政策を少 しずつ 修正 し て きて い る 。 日本は そ うと は言え な い
。

　今憲法改正 が言われて い るが 、グ ロ
ーバ リゼ ンーシ ョ ン σ）下、ジ ェ ン ダーやマ イ ノ リテ ィ

ー
の

尊重が行われ る の か 。1980年代 、
90年代に お い て マ ル ク ス 系学者の 発言が弱 くな っ て き て い る。

ス ウェ
ーデ ン に つ い て は 、労働組合 の カ が落 ちて きて い る。オ ラ ン ダ で は労働党政権 が 下野 し た。

北欧 5 力 国で は 、外 国 人 労働者 の 流入 の 問題 。EU で は 、旧 東 欧諸 国 の 問題 。　 EU 諸 国 で は 、
’

social 　expenditUr6
’

とい う言葉を使 うよ うに な っ て き て い る 。
「社会的負担」、「社会的拠 出」 と訳

すの か 。 そ して、
’

social　protection
’ 「社会的保護］ と い う言葉が使われ 出 して い る。 日本 の 労働保

険は どこ へ 行 くの だ ろ うか 、雇 用保 険を民間 に とい う主張もある。
’

workfare
’

とい われる現象か。

　報告の 後の 質疑応答で は、 ドイ ツ の 介護保 険 と 日本 の 介護保険に つ い て 、 ヨ ー ロ ッ パ の 年金保

険、医療保 険、ニ ュ
ー

ジー
ラ ン ドの 社会保障制度 の 評価 、 ワ ッ セ ナー合意を め ぐる評 価、年金 の
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保 険料負担の 単位、給付の 単位 に つ い て 、 北欧、EU 諸国、日本 の 現状と今後 の 方向等、多 くの

論点が出 され、活発な意見交換が行われ た 。 報告 レ ジ ュ メ の柱 に もあ っ た よ うに、日本は どうな

の か とい う こ とに、議論の 流れが た どり着い た 。 午後 か ら始 めて 5 時過ぎま で議論が続 い た
。 体

調 不 良で 直前まで休んで い た とい う佐藤氏 だ っ た が時間が経 つ に 従 っ て 熱を帯びて きた。筆者

（吉村）は、大学院の 時の佐藤氏 の授業風 景を思い 出した。

　研 究会 とし て は 、渡辺 氏 の 報告 とそ の 後の 議論、佐藤氏 の 報告 と議論 を受け て 、研究会 と して

の 今年度の ま とめを行 っ た 。
3 月 23 日に開催 した 。

　 エ ス ピ ン
ー

ア ンデル セ ン の 研 究にお い て もそ うだが 、日本を ど の よ うに位置付 ける か に つ い て

は、まだ、こ れ とい っ た定説が成立 して い ない と思われ る。
エ ス ピ ン

ーア ン デル セ ン の研究 （主

に 『福祉資本主義 の 3 つ の 世界』） を受けて 、そ の 後 日 本 の 政治学者 を中心に研究が進め られて

きて い る が。 しか し、エ ス ピ ン
ー

ア ン デル セ ン の研究にお い て も、研究対象に 日本が入 っ て い る

こ と、さらに 日本の 制度 ・政策に

っ い て の情報収集、文献収集に関 し て は、格段に 進 ん で き て い る 。

　 目下の と こ ろ、エ ス ピ ン
ーア ン デル セ ン の レ ジ

ーム 類型 の こ れ に該当する とは結論づ けられな

い 。 ま た、目下進んで い る、医療制度の 改革、年金 制度 の 改革 、 社会福祉 の 改革が
一

段落 し な い

と見極めが つ けが た い
。 それ ぞれ の 施策 を詳細に お さえ、体系的に把握 しない とい けな い の では

な い か。

　そ うした点 か ら 、 研 究会 の 継続が指摘 されたが、学部の 研究所構想が 目下進行 中で もあり、研

究参加者各 自が今回 の 研究会 の 成果 を各 自で 掘 り下 げ、研 究所発 足後、研究所 の プ ロ ジ ェ ク トに

今回の 研究成果を生 かす こ とで、こ の 研究会は今年度で 閉じる こ とに した 。

　 こ の 研究会で の 各自の 研 究成果に つ い て は、各 自研究に生か して 行 くこ とに な っ た 。 なお、共

同研究者の 1 人で あ る吉村は 、
2004 年 4 月 25日の 日本社会福祉学会中部部会 （於　日本福祉大学

名古屋 キ ャ ン パ ス ）で 、「近 年の 『福祉 国家』研究の 動向」 とい う題 昌で 発表 した。同題で 、本

研究紀要に論稿 を寄稿す る予 定で ある。 （文責　吉村）
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